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1 コンパクトポンプユニットタイプCPUの概要

コンパクトポンプユニットは油圧ユニットのグループに属します。 これらは電動モー
タのモータ軸とポンプ軸が同一のため、コンパクト を特徴としています。
コンパクトポンプユニットCPUは定格モードS2 (短時間運転) およびS3 (間欠運転) に
適しています。

特徴と利点:

■ 非常に優れた価格対性能比

■ オイル充填容積が小さいため資源を節約

■ 縦置きでも横置きでも組込み可能

用途:

■ 工作機械

■ ハンドリングシステム

■ 風力発電装置

■ ソーラーシステム

コンパクトポンプ
ユニットタイプCPU
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2 納入可能なタイプ、主要データ

発注例:

CPU 34
CPU 34

1
5

S
L

KDT
S

/H 0,91
/Z 5,2

- 3 x 400 V 50 Hz
- 3 x 400 V 50 Hz

- 0,37 kW
- 0,75 kW

モータ電圧およびモータ出力 表8 モータデータ

ポンプ仕様 ポンプ仕様 参照 章 2.2, "ポンプ"

追加オプション 表4 追加オプション 

取付位置 表3 取付位置

タンクサイズ 表2 タンクサイズ

基本タイプ 表1 基本タイプ

2.1 モータおよびタンク

表1 基本タイプ

モータ電圧基本タイプ

定格電圧

CPU 34 3x400 V 50 Hz
3x460 V 60 Hz

注
実際の動力入力は負荷に応じて異なり、最大1.8 x 定格出力になることがあります。

表2 タンクサイズ

CPU 34 - 0.37 kW CPU 34 - 0.75 kW CPU 34 - 1.5 kW

使用量
Vusable (l)

使用量
Vusable (l)

使用量
Vusable (l)

表示記号 充填量
VFill (l)

縦置き 横置き

充填量
Vusable (l)

縦置き 横置き

充填量
Vusable (l)

縦置き 横置き

0 6.5 3.0 4.3 6.0 2.5 3.0 --- --- ---

1 7.8 4.3 5.0 7.0 3.5 3.5 6.4 2.9 3.2

2 10.5 7.0 5.3 9.8 6.3 5.2 9.2 5.8 4.7

3 12 8.5 6.3 11.1 7.7 5.5 10.6 7.2 5.6

4 14.0 10.5 7.3 13.2 9.8 6.7 12.7 9.3 6.4

5 16.1 12.6 8.5 15.2 11.8 7.7 14.8 11.3 7.5
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表3 取付位置

表示記号 備考

S 縦置き

L 横置き

注

■ ヨコ形は縦置きで取り付けることができます。

■ ラジアルピストン仕様 (表示記号H) のタテ形は、横置きで使用することができません。

表4 追加オプション

表示記号 備考 縦置き 横置き

K 作動油点検窓 (標準) o o

S 液面スイッチ (ノーマルオープン) - o

D 液面スイッチ (ノーマルクローズ) - o

KS/KD 表示記号Kと表示記号D/Sとの固定の組み合わせ o -

T 温度スイッチ (操作ポイント 80°C) o o

注

表示記号SとDはお互いに組み合わせることはできません。
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2.2 ポンプ

注

■ 吐出量Qmaxは定格回転速度に対応しており、負荷に応じて異なります。

■ ポンプ仕様 Zの場合、最大油圧作業量 (pVg)maxは10%減少します。

ラジアルピストンポンプ H

組み込み型ポンプ要素タイプMPE

吐出量の表示記号 H 0.33 H 0.47 H 0.59 H 0.66 H 0.91 H 0.93

ピストン径 (mm)
ポンプ要素数

吐出量 Vg (cm3/rev)

4
3

0.23

5
3

0.35

4
6

0.45

6
3

0.51

7
3

0.69

5
6

0.71

CPU 34 - 0.37 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

350

0.31

0.37

350

0.48

0.58

350

0.62

0.75

350

0.69

0.48

315

0.94

1.14

310

0.96

1.17

CPU 34 - 0.75 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

350

0.31

0.37

350

0.48

0.58

350

0.62

0.75

350

0.69

0.48

350

0.94

1.14

350

0.96

1.17

CPU 34 - 1.5 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

350

0.31

0.37

350

0.48

0.58

350

0.62

0.75

350

0.69

0.84

350

0.94

1.14

350

0.96

1.17
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吐出量の表示記号 H 1.18 H 1.33 H 1.51 H 1.81 H 2.36 H 2.99

ピストン径 (mm)
ポンプ要素数

吐出量 Vg (cm3/rev)

8
3

0.91

6
6

1.02

9
3

1.15

7
6

1.39

8
6

1.81

9
6

2.29

CPU 34 - 0.37 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

240

1.23

1.49

215

1.38

1.68

190

1.56

1.98

155

1.88

2.29

120

2.46

2.99

95

3.11

3.78

CPU 34 - 0.75 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

350

1.23

1.49

350

1.38

1.68

350

1.56

1.98

350

1.88

2.29

325

2.46

2.99

255

3.11

3.78

CPU 34 - 1.5 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

350

1.23

1.49

350

1.38

1.68

350

1.56

1.89

350

1.88

2.29

350

2.46

2.99

350

3.11

3.78

組み込み型ポンプ要素タイプPE

吐出量の表示記号 H 1.84 H 2.66 H 3.12 H 3.61 H 4.14 H 4.72

ピストン径 (mm)
ポンプ要素数

吐出量 Vg (cm3/rev)

10
3

1.41

12
3

2.04

13
3

2.39

14
3

2.77

15
3

3.18

16
3

3.62

CPU 34 - 0.75 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

350

1.91

2.31

285

2.76

3.34

245

3.23

3.91

210

3.74

4.54

185

4.30

5.21

160

4.89

5.93

CPU 34 - 1.5 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

350

1.91

2.31

350

2.76

3.34

330

3.23

3.91

290

3.74

4.54

250

4.30

5.21

220

4.89

5.93
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ギアポンプ Z

吐出量の表示記号 Z 1.1 Z 1.7 Z 2.0 Z 2.7 Z 3.5 Z 4.5

サイズ

吐出量 Vg (cm3/rev)

1

0.8

1

1.1

1

1.4

1

1.9

1

2.4

1

3.1

CPU 34 - 0.75 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

200

1.09

1.32

200

1.5

1.82

200

1.90

2.31

200

2.58

3.14

200

3.26

3.96

160

4.22

5.12

CPU 34 - 1.5 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

200

1.09

1.32

200

1.5

1.82

200

1.90

2.31

200

2.58

3.14

200

3.26

3.96

160

4.22

5.12

吐出量の表示記号 Z 5.2 Z 6.4 Z 6.9 Z 8.8 Z 9.8 Z 11.3

サイズ

吐出量 Vg (cm3/rev)

1

3.61

1

4.39

1

4.79

1

6.21

1

7.01

1

7.89

CPU 34 - 0.75 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

145

4.90

5.94

120

5.98

7.26

110

6.53

7.92

85

8.30

10.07

75

9.52

11.55

65

10.74

13.04

CPU 34 - 1.5 kW 許容圧力 pmax (bar)

吐出量 Qmax (lpm) 50 Hz

60 Hz

200

4.90

5.94

175

5.98

7.26

160

6.53

7.92

125

8.30

10.07

110

9.52

11.55

95

10.74

13.04
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3 仕様

3.1 概要

概要データ

適合性 ■ 機械指令2006/42/ECに準拠した取付説明については以下参照: 章 6.2, "説明"

■ 低電圧指令2006/95/ECに準拠した適合宣言については以下参照: 章 6.2, "説明"

名称 油圧ユニット

構造 バルブ制御のラジアルピストンポンプまたはギアポンプ

設計 コンパクトポンプユニット 
(ポンプ、電動モータおよびタンクの閉じられたユニット)

素材 ハウジング：アルミニウム

固定方法 ねじ穴M8、寸法図参照

取付位置 縦方向 (CPU...S) または水平、横置き (CPU...L)
項目4.2のヨコ形の取付けに関する注意事項に従ってください。

回転方向 ラジアルピストンポンプ - 任意
ギアポンプ- 左回転
(回転方向は 吐出量制御によってのみ確認可能、三相交流仕様で吐出しない場合は3
本の電源線のうち2本を交換してください)

回転速度範囲 ラジアルピストンポンプ H: 100～3500 min-1

ギアポンプ

Z 1.1～Z 2.7:
Z 3.5～Z 8.4:
Z 8.8～Z 11.3:

800～4000 min-1

500～3800 min-1

500～3500 min-1

接続方式 ねじ止めされた接続ブロックを経由してのみ可能、接続穴図については以下参照: 参
照 章 4.3, "電気接続および油圧ポート"
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作動油 油圧オイル：DIN 51 524 パート 1～3、ISO VG 10～68（DIN 51 519）に準拠
粘度範囲：最小約 4、最大約 800 mm2/s
最適粘度範囲：約 10～500 mm2/s
運転時の作動油温度が約+70℃以下の場合には、生分解性の圧力媒体タイプ HEPG（ポ
リアルキレングリコール）およびタイプ HEES（合成エステル）も使用できます。

清浄度クラス ISO 4406

21/18/15～19/17/13

温度 周囲温度： 約-40 ... +80℃、作動油温度： -25 ... +80℃、粘度範囲に注意してく
ださい。
運転時の油温が少なくとも20 ℃以上高くなるのであれば,始動時の温度は-40 ℃まで
許容できます。
生分解性の圧力媒体： 製造メーカーの指示に従ってください。 パッキンの適合性の
ため+70 ℃を超えないでください。

質量

さらに必要に応じて、以下ごとの追加重量

■ タンクサイズ

■ ポンプタイプ

モータサイズごとの重量 タンクサイズごとの追加重量

タイプ タンクサイズ

CPU 34 - 0.37 kW 16.6 kg 0 --

CPU 34 - 0.75 kW 12.5 kg 1 + 0.6 kg

CPU 34 - 1.5 kW 24.4 kg 2 + 2.0 kg

3 + 2.8 kg

4 + 3.8 kg

5 + 4.9 kg

ポンプタイプごとの追加重量

H Z

3 x MPE -- Z 2.0...Z 4.5 + 1.2 kg

6 x MPE + 0.3 kg Z 5.2 + 1.3 kg

3 x PE + 0.6 kg Z 6.9...Z 9.8 + 1.4 kg

Z 11.3 + 1.5 kg
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3.2 電気式

データはラジアルピストンポンプおよびギアポンプに対応しています。

この駆動モータはポンプと一体になっており、取り外すことはできません。説明については参照: 章 1, "コンパクトポンプユニットタイプCPUの

概要"。

ポート 端子箱内蔵仕様、平型プラグスリーブ 6.3 AMP 
ケーブルグランド M20 x 1.5 納入範囲には含まれません

保護等級 IP 65、準拠: IEC 60529

保護等級 VDE 0100 保護等級 1

絶縁 設計、準拠: EN 60664-1

表8 モータデータ

三相交流モータ

タイプ 定格電圧およ
び電源周波数
UN (V)、f (Hz)

定格出力
PN (kW)

定格回転速度
nN (min-1)

定格電流
IN (A)

始動電流比
IA / IN

力率
cos 9

油圧仕事量
(pVg)max (bar
cm3)

CPU 34 - 0.37 kW 3x400 V 50 Hz
3x460 V 60 Hz

0.37
0.44

1360
1700

1.86
1.07

4.0
5.0

0.69
0.70

220
220

CPU 34 - 0.75 kW 3x400 V 50 Hz
3x460 V 60 Hz

0.75
0.86

1380
1655

1.93
1.93

6.0
5.6

0.76
0.75

590
590

CPU 34 - 1.5 kW 3x400 V 50 Hz
3x460 V 60 Hz

1.5
1.8

1390
1665

3.8
3.8

6.5
6.0

0.73
0.73

1150
1150
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温度スイッチ
電気接続 参照 章 4.3

表示記号 T

技術データ:
バイメタルスイッチ

接点 ノーマルクローズ

操作ポイント 80 ±5°C

最大電圧

定格電流 1.6 A

最大電流、24 Vの場合 1.5 A

液面スイッチ
電気接続 参照 章 4.3
表示記号 D、S (横置き)

最大スイッチング容量 DC/AC 30 VA

最大電流 DC/AC 10,5 A (cos 9 = 1)

最大電圧 230 V DC/AC

表示記号 D、S (縦置き) 表示記号 D S

最大スイッチング容量 DC/AC 5 W 10 W

最大電流 DC/AC 0.25 A

最大電圧 50 V DC/AC

D (ノーマルクローズ) S (ノーマルオープン)
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4 寸法

全ての単位 mm。寸法は予告なく変更する場合があります.

4.1 取付穴パターン

ヨコ形記号L

タンクサイズ a

CPU...0 328

CPU...1 378

CPU...2 484

CPU...3 538

CPU...4 618

CPU...5 698

ヨコ形表示記号 S

推奨される固定方法

1 ダンパエレメント#40x30 /M8 (65ショア)
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4.2 基本ポンプ

タテ形

1 エア抜き (G 1/2) 10 µm

2 作動油点検窓 (K) - 丸型

3a 作動油点検窓 (パイプ) 液面スイッチなし

3b 作動油点検窓 (パイプ) 液面スイッチ付き

4 オイルドレン (G 1/2)

5 油圧ポート

6 電気接続

表示記号 L A

0 350 328

1 400 378

2 506 484

3 560 538

4 640 618

5 720 698

注

ヨコ形が縦置きに使用される場合、エア抜き装置が上部に、内部に取付けられたポンプが下部にあるように注意してください。
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ヨコ形

1 エア抜き (G 1/2) 10 µm

2 作動油点検窓 (K)

3 オイルドレン (G 1/2)

4 油圧ポート

5 電気接続

表示記号 L A

0 350 328

1 400 378

2 506 484

3 560 538

4 640 618

5 720 698
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4.3 電気接続および油圧ポート

油圧

ポンプ

1 センタリングピン

自作の接続ブロック用の穴

1 ポートのシール:

P、P1、P3 = 8x2 NBR 90 Sh

R = 10.5x1.4x1.9 NBR (カントシール)
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電気式

端子箱

1 4 x M 20 x 1.5; ケーブルグランド (納入範囲には含まれません)

 

モータ接続

3 x 400/460V 50/60 Hz、Y

 

1 接続箱

2 CPUモータ

 

温度スイッチ

表示記号 T
(端子箱)

表示記号 D、S

CPU...S
(ポート ISO 6952)

CPU...L
端子箱
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5 取付け、運転およびメンテナンスに関する注意事項

5.1 規定に沿った使用

この油圧部品 は、油圧用途専用です (流体技術)。

使用者は、本文書に記載されている安全対策ならびに警告に必ず遵守してください。

製品が支障なく安全に機能するための極めて重要な前提条件:

– 本文書の全情報に注意してください。これは特に安全対策および警告すべてに当てはまります。

– 製品の取付と使用開始は、必ず資格を有した専門技術者が行ってください。

– この製品は必ず指定の技術パラメータの範囲内で作動させてください。技術パラメータは本文書に詳細に記載されています。

– さらに、部品、モジュールおよび特定の設備全体の操作マニュアルにも常に注意を払ってください。

製品を安全に運転することができなくなった場合：

1. 製品の運転を停止し、そのことを示す印を付けてください。

✓ その後製品を使用しないでください。

5.2 取付けについての注意事項

製品を設備全体に取り付ける際は、必ず市販の規格に適合した接続部品 (ネジ、ホース、パイプ、止め具など) を使用してください。

製品は (特に油圧アキュムレータとの組み合わせの場合)、解体する前に規定通りに運転を停止する必要があります。

危険
間違った分解による油圧駆動装置の突然の誤動作による生命の危機。

死傷発生の危機。

■ 油圧システムを無負荷状態にします。

■ 事前にメンテナンスの安全対策を行ってください。

注
このポンプユニットは、一般的に有効な技術規則および有効な各規則および規格を熟知し、これを遵守する有資格専門技術者によってのみ
取付けおよび接続されなければなりません。

電気接続はふさわしい訓練を受けた専門家が行ってください。

以下のガイドラインと規格を満たしている必要があります:

- ISO 4413 流体技術実装ガイドライン 油圧装置

- D 5488/1 推奨作動油

- B 5488 一般操作マニュアル

http://www.hawe.de/fileadmin/content/typeman/catalog/Pdf/5/4/D54881-en.pdf
http://www.hawe.de/fileadmin/content/typeman/catalog/Pdf/5/4/B5488-ja.pdf
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5.2.1 輸送に関する注意事項

タテ形

1 アイボルト用ねじ込み点

ヨコ形

1 アイボルト用ねじ込み点

CPUユニットにアイボルトは同梱されています。

材料番号 6016 1203-00
アイボルト ISO 3266 M8 x 13

5.2.2 識別

銘板または選択表を参照
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5.2.3 設置および固定

• 設置

危険
動作中は高温のコンパクトポンプユニットおよび方向切換バルブの高温のソレノイドにより怪我をするおそれがあります。

火傷

■ 動作中はコンパクトポンプユニットと方向切換バルブのソレノイドに触れないでください。

■ すべての作業を行う前に、コンパクトポンプユニットと方向切換バルブのソレノイドを冷却させてください。

■ 保護グローブを着用してください。

注
動作中の表面温度が60°Cを超える場合は、保護ガードを設けなければなりません。新鮮な空気が吸引され、温風が放出されることを確

認してください。いかなる場合においても変更 (機械、溶接、はんだ付けの各作業) を加えることは禁じられています。

• 仕様に応じた取付位置は以下を参照: 章 2.1, "モータおよびタンク"、表1c

• 寸法は以下を参照: 章 4.2, "基本ポンプ"

• 取付穴パターンは以下を参照: 章 4.1, "取付穴パターン"

• 推奨される固定方法

1 ダンパエレメント#40x30 /M8 (65ショア)

• 質量 (基本ユニット用、バルブアセンブリおよびオイル充填なし)

参照 章 3.1, "概要"、質量
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5.2.4 電気接続およびモータ保護スイッチの選択

• 電動モータの接続 (参照: 章 3.2, "電気式")

• 液面スイッチおよび油面計の接続 (参照: 章 3.2, "電気式")

注
取り付けられている温度スイッチにより設定温度範囲が変わります (参照: 章 2.1, "モータおよびタンク"、表1dおよび 章 3.2, "電
気式")。

注
オイルレベルが液面スイッチの制御レベルを下回るほど多くのオイルが運転サイクルごとに取り除かれる場合、適切な電気的措置を講
じることによって、オイルが逆流して運転サイクル終了時にオイルレベルが再びスイッチングレベルよりも上がるまで、信号を無視し
てください。

• モータ保護スイッチの設定

– モータ保護スイッチは約 (0.85 ...0.9) IN (モータ電流 章 3.2, "電気式"参照) に設定されます。それにより、モータ保護スイッチの通常

運転時には早期に作動することはなくなり、圧力制御バルブの応答時には、停止するまでに最大許容オイル温度を超過するほど遅れることは

なくなります。

– 試運転時、モータ保護スイッチの設定を点検してください。温度スイッチ、液面スイッチおよび圧力スイッチは、誤動作に対するその他の安

全対策です。

5.2.5 EMC (電磁両立性) を確保するための注意事項

コンパクトポンプユニット (EN 60034-1、12.1.2.1項に従った誘導モータ) がシステム (例: EN 60034-1、6項に従った電圧供給装置) と接続され
る場合、これらのユニットが許可されていない妨害信号 (EN 60034-1、19項) を発生させることはありません。規格EN 60034-1、12.1.2.1項また
はVDE 0530-1を満たしていることを証明するための妨害耐性試験は不要です。モータのスイッチを入/切する際に、短時間発生すし、場合によっ
ては妨害源となる電磁場は、電波障害防止機器 (例えばドイツ郵便番号71570、オッペンヴァイラーを本拠地とするMurr-Elektronik社製、タイプ
23140、3x400 V AC 4 kW 50-60 Hz) によって和らげることができます。
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5.3 運転についての注意事項

製品構成、圧力および流量に注意

本文書の記載事項および技術パラメータは、絶対に遵守する必要があります。

それに加えて、技術的設備全体の操作マニュアルも常に遵守してください。

注

■ 使用前に文書を熟読してください。

■ 操作員およびメンテナンス要員が常に文書を手に取れるようにしてください。

■ 補足または更新の都度、文書を最新の状態に維持してください。

注意
圧力設定を誤ると、構成機器に過負荷がかかり、怪我をするおそれがあります！

軽傷。

■ 圧力設定または圧力変更を行う場合は、必ず圧力計で点検しながら行ってください。

■ ポンプの最大圧力に注意してください。

作動油の清浄度および濾過

粒子レベルの汚れにより、油圧ユニットの油圧部品の甚大な障害が発生する可能性があります。汚れにより修理不能の損傷が発生する可能性があ

ります。

粒子レベルの汚れとして考えられるもの:

– 金属の切り屑

– ホースおよびパッキンのゴム破片

– 取付およびメンテナンス時に発生する汚れ

– 機械的なコンタミ

– 作動油の化学的経年劣化

注
缶から出した新しい作動油の清浄度は必ずしも必要ではありません。
作動油を充填する際には、これをろ過します。

円滑な動作を確保するため、作動油の清浄度に注意してください。

(章 3, "仕様"の清浄度も参照)

その他該当するドキュメント: D 5488/1 推奨作動油

http://downloads.hawe.com/5/4/D54881-ja.pdf
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作動油の給油は、システムフィルタまたは携帯型のフィルタユニットを介してのみ行ってください。

ポートの正しい接続点検

– 電気: 電源供給、コントローラ

– 油圧: 配管、ホース、シリンダ、モータ

– 機械: 機械、フレーム、ラックでの固定

モータ保護

– 電動モータはモータ保護スイッチで保護する必要があります。

充填量および有効油量

CPU 34 - 0.37 kW CPU 34 - 0.75 kW CPU 34 - 1.5 kW

使用量
Vusable (l)

使用量
Vusable (l)

使用量
Vusable (l)

表示記号 充填量
VFill (l)

縦置き 横置き

充填量
Vusable (l)

縦置き 横置き

充填量
Vusable (l)

縦置き 横置き

0 6.5 3.0 4.3 6.0 2.5 3.0 --- --- ---

1 7.8 4.3 5.0 7.0 3.5 3.5 6.4 2.9 3.2

2 10.5 7.0 5.3 9.8 6.3 5.2 9.2 5.8 4.7

3 12 8.5 6.3 11.1 7.7 5.5 10.6 7.2 5.6

4 14.0 10.5 7.3 13.2 9.8 6.7 12.7 9.3 6.4

5 16.1 12.6 8.5 15.2 11.8 7.7 14.8 11.3 7.5

回転方向

– ラジアルピストンポンプ - 任意

– ギアポンプ- 左回転
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初期運転とエア抜き

方向切換バルブがポンプの無圧循環が可能である切換位置にある場合

1. ポンプを数回オンオフし、ポンプシリンダがひとりでにエア抜きされるようにします。

コントローラが専用に設計されていない場合

2. ポートPに、短い配管サポートの付いた配管継手および透明のプラスチックホースを接続することができます。

3. もう一方の端部を給油口 (エアフィルタのネジを外す) の開口部に差し込みます。

✓ この状態でポンプを起動し、気泡のないオイルが流れたらエア抜きされたことになります。

4. その後、アクチュエータを数回起動させて、ここでもほぼ気泡がなくなり、円滑に動作するまでエア抜きします。

5. アクチュエータにエア抜きねじがある場合は、シールエレメントを外して、気泡のないオイルが出てくるようになったら締めてください。

方向切換バルブ

– 既存のソレノイドバルブは油圧回路図と機能図に従ってコントローラに接続します。

アキュムレータ充填システム

– アキュムレータは油圧回路図の圧力設定と一致する適切な装置で充填してください。各操作マニュアルに従ってください。

注意
不適切な輸送による負傷の危険

軽傷。

■ 輸送および安全規制を遵守してください。

■ 防護装備を着用してください。
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5.4 メンテナンスについての注意事項

定期的に、だたし少なくとも毎年1回、油圧ポートの損傷を点検してください (目視点検)。外部の漏れが生じた場合は、システムを停止させ修理

してください。

定期的な間隔で、ただし少なくとも毎年1回、機器表面を清掃してください (粉塵の堆積および汚れ)。

注
メンテナンスまたは修理作業を行う前に以下に注意してください:

■ 液体側の装置を無負荷状態にします。これは油圧アキュムレータを搭載した装置では特に注意します。

■ 電源供給を切断または遮断します。

修理と交換部品

– 修理 (摩耗部品の交換) は、許可された資格のある専門員によって行わなければなりません。交換部品リストはご要望に応じて提供いたしま

す。電動モータは交換できません。

5.4.1 廃棄に関する注意事項

• バルブ制御

– 混合ゴミ

• モータ付きポンプ本体

– 電子ゴミ

• タンク、必要に応じて油圧アキュムレータ (封入ガスの減圧)

– 鉄くず

• 作動油

– 廃油
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6 その他の情報

6.1 計画に際しての注意事項

6.1.1 選択に際しての注意事項

下記にコンパクトポンプユニット (直付けバルブブロック付) の選択および選定の手順について記載しています。通常、下記の反復ステップを経

ることで最善な解決策を見つけることができます。

a) 機能図の設置

必要または望むべき機能 (油圧操作) は、機能図のためのベースになります。

b) 圧力および流量の確定

• 寸法および必要とされた推力に応じた油圧アクチュエータを選択

• 希望とする速度特性に応じた個々の流量を計算

注
バネ式クランプシリンダの戻り時の必要時間を考慮してください。

時間の制約を受けて作動するクランプ装置では、バネ式クランプシリンダの戻り時間は、クランプ時間よりも長くなる場合があります。戻り時

間はリターンスプリングの強さによってのみ決定されます。シリンダピストンは、方向切換バルブや配管による通過抵抗に対抗して押し戻され

ます。これはホース・配管やバルブのサイズ決定時に考慮しなければなりません。

• 個々に必要な作動圧力の計算

• 最大必要 (ポンプ) 吐出量の決定 – Q (lpm)

• (システム) 動作圧力の決定 – pmax (bar)

Q - 流量

p - 圧力

A - 面積

v - 速度

F - 力

1 負荷時間

2 アイドリング時間

3 アイドリング

4 1つの作動サイクル
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c) 油圧回路図の作成

• 基準:

– 単一吐出システム

– アキュムレータ充填モード

– 2つの独立して動作する油圧回路を搭載した2系統吐出システム

– 共通の油圧回路搭載の2系統吐出システム (例えば、高低圧回路搭載のプレスブレーキや油圧工具または早送りやクリーピング機能を持つハ

ンドリングシステム)

– ポンプ吐出を支援するための油圧アキュムレータの利用

d) 機能図に基づき、負荷時間図の作成

• コンパクトポンプユニットの運転モードは、この機能図に応じ選択されます。

– 負荷時間率%EDの計算

– S1 – 連続運転 (コンパクトポンプユニットには / )

– S2 – 短時間運転

– S3 – 待機モード
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e) コンパクトポンプユニットの選択

• 供給電源に基づいた基本タイプの確定

– 三相交流

• モータ選択

– 許容電圧範囲: * 10% (IEC 38)、3x460/265 V 60 Hzの場合、* 5%

– 三相交流モータ400 V 50 Hzは、制限されることなく460 V 60 Hzの供給電源でも使用することができます。

単相モータは定格電圧および定格周波数の供給電源でのみ使用可能です。

– 電圧降下状態での運転は可能です。その場合の性能低下に注意してください。

pmax red = pmax * k

pmax (bar) – 選択表に基づいた最高動作圧力

pmax red (bar) – 補正減少された最高動作圧力

* k – 補正係数 (図)

U 電源電圧 (V); K 補正係数

1 モータの選定

注
50 Hz運転の場合よりも、ポンプ吐出量が1.2倍大きくなります！

• ポンプタイプの選択 (ラジアルピストンポンプ、ギアポンプ ポンプの組合せ)

• 最大許容圧力を考慮したポンプ吐出量用指数の選択、および基本タイプとモータサイズの確定

• 図から騒音レベルを評価: 章 3, "仕様"

f) 油圧作業量の計算

• 平均圧力の計算

• 平均油圧作業量の計算 (平均圧力 x 押しのけ容積)

• 最大油圧作業量の計算(最大動作圧力 x 押しのけ容積)

pm (bar) = 計算値、サイクル毎の平均圧力、負荷時間

tB = t1 + t2 + t3 + ...

pmVg = 平均油圧作業量

Vg = 表における幾何学的吐出量 章 2.2, "ポンプ"

pVg max (bar cm3) = pmax * Vg
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6.2 説明
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詳細情報

その他の仕様

■ 油圧ユニット タイプFXU: D 6020

■ コンパクトポンプユニット タイプ KA および KAW サイズ 4: D 8010-4

■ コンパクトポンプユニット タイプ KA および KAW サイズ 2: D 8010

■ コンパクトポンプユニット タイプ MPN および MPNW: D 7207

■ コンパクトポンプユニット タイプ HK 2: D 7600-2

■ コンパクトポンプユニット タイプ HK 3: D 7600-3

■ コンパクトポンプユニット タイプ HKL および HKLW: D 7600-3L

■ コンパクトポンプユニット タイプ HK 4: D 7600-4

■ コンパクトポンプユニット タイプ HC および HCW: D 7900

■ コンパクトポンプユニット タイプ NPC: D 7940

■ ポンプユニット用接続ブロック タイプA: D 6905 A/1

■ 接続ブロック タイプ AX、部品検査済み: D 6905 TUV

■ ポンプユニット用接続ブロック タイプB: D 6905 B

■ 接続ブロック タイプ C 5 および C 6: D 6905 C

■ バルブブロック (方向切換シートバルブ) タイプ VB: D 7302

■ バルブブロック (方向切換シートバルブ) タイプ BWN および BWH: D 7470 B/1

■ 方向切換スプールバルブ タイプ SW: D 7451

■ 方向切換スプールバルブブロック タイプ SWS: D 7951

■ バルブブロック (呼びサイズ 6) タイプ BA: D 7788

■ バルブブロック (方向切換シートバルブ) タイプ BVH: D 7788 BV

■ 方向切換シートバルブ タイプ NBVP 16: D 7765 N

■ 方向切換スプールバルブ タイプ NSWP 2: D 7451 N

■ クランプモジュール タイプ NSMD: D 7787

■ 中間プレート タイプ NZP: D 7788 Z

■ 接続継手 タイプ X 84: D 7077

■ ダイヤフラム式アキュムレータ タイプ AC: D 7969

■ ミニチュア油圧アキュムレータ タイプAC: D 7571

http://downloads.hawe.com/6/0/D6020-ja.pdf
http://downloads.hawe.com/8/0/D8010-4-jp.pdf
http://downloads.hawe.com/8/0/D8010-jp.pdf
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